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命
を
惜
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清
酒
発
祥
の
地
、伊
丹
。酒
造
業
は
江
戸
時
代
に
繁
栄
を
極
め
、

財
を
成
し
た
酒
造
家
た
ち
は
様
々
な
芸
事
に
励
ん
だ
。

そ
の
中
で
、自
由
で
大
胆
な
気
風
の
独
自
の
伊
丹
風
俳
諧
が
生
ま
れ
る
。

４
０
０
年
の
歴
史
を
つ
む
ぎ
、現
在
も
酒
造
の
町
と
し
て

俳
諧・俳
句
の
里
と
し
て
、脈
々
と
そ
の
精
神
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

近
年
研
究
が
進
み
評
価
が
変
わ
り
つつ
あ
る

戦
国
武
将
、荒
木
村
重
の
有
岡
城
跡
な
ど
の
足
跡
も
残
る
。

そ
ん
な
唯
一
無
二
の
伊
丹
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
伊
丹
市
。

全
体
に
平
坦
な
「
伊
丹
台
地
」
と
言
わ
れ

る
地
形
で
、
東
部
に
猪
名
川
、
西
部
に
武

庫
川
と
い
う
２
つ
の
大
き
な
川
が
流
れ
る
。

　
阪
神
地
域
で
は
、
猪
名
川
流
域
を
中
心

に
縄
文
・
弥
生
文
化
が
発
展
。 

伊
丹
市

東
部
の
口
酒
井
遺
跡
の
ほ
か
、
北
部
・
西

部
・
南
部
の
遺
跡
か
ら
も
遺
構
・
遺
物
が

多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
奈
良
時
代
に
法
隆
寺
と
同
じ
伽が

藍ら
ん

配
置

の
「
伊
丹
廃
寺
」
が
で
き
る
。
ま
た
、
畿

内
に
49
院
の
寺
を
建
立
し
た
僧
、
行
基
が

「
昆
陽
上
池
」（
現
・
昆
陽
池
）
や
「
昆
陽

布
施
屋
」（
現
・
昆
陽
寺
）
を
つ
く
っ
た
。

　
14
世
紀
初
頭
、
伊
丹
氏
を
名
乗
る
武
士

団
が
現
れ
、
約
3
0
0
年
に
わ
た
り
活
動

す
る
。
南
北
朝
時
代
に
伊
丹
氏
は
「
伊
丹

城
」
を
つ
く
り
、
摂
津
国
の
一
部
を
支
配

し
て
い
た
。
天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
に

荒
木
村
重
が
伊
丹
城
に
入
り
、「
有
岡
城
」

と
改
名
す
る
。

　
近
世
に
入
り
、
酒
造
業
が
盛
ん
に
な
り
、

同
時
に
俳
諧
文
化
も
発
展
。
俳
諧
塾
の
也や

雲う
ん

軒け
ん

が
開
か
れ
、
俳
人
の
上
島
鬼お

に

貫つ
ら

ら
を

輩
出
す
る
。

　

明
治
22
年
（
1
8
8
9
）、
町
村
制
に

も
と
づ
き
伊
丹
町
が
誕
生
す
る
。
昭
和
15

年
（
1
9
4
0
）
11
月
、
伊
丹
市
制
施
行
。

令
和
2
年
（
2
0
2
0
）
11
月
に
市
制
施

行
80
周
年
を
迎
え
た
。
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也雲軒
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
武
士
・
山
中
鹿
介
の
子
、
山
中
新

六
幸
元
が
鴻
池（
伊
丹
市
）で
初
め
て
清
酒
の
醸
造
に
成
功
し
た
と
言
わ
れ
る
。

山
陰
の
麒
麟
児
と
い
わ
れ
た
山
中
鹿
介

踏
ま
れ
て
無
念
に
思
う
な
ら
花
よ
、

も
う
一
度
咲
け（
伊
丹
の
酒
と
か
け
た
洒
落
）。

踏
れ
け
り
花
口
お
し
か
今
一
度
咲
け

池
田
宗
旦

澄
ん
だ
秋
空
に
そ
び
え
た
つ
富
士
山
の

な
ん
と
に
ょ
っ
ぽ
り
と
し
た
姿
。

に
ょ
っ
ぽ
り
と
秋
の
空
な
る
富
士
の
山

上う
え

島し
ま

鬼お
に

貫つ
ら

く
る
り
と
曲
が
っ
た
牛
の
角
は
な
る
ほ
ど
、

田
螺
の
殻
置
き
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

牛
の
角
や
田た

螺に
し

の
か
ら
の
置お

き

所ど
こ
ろ

小
西
馬
桜

蛍
の
光
が
は
か
な
い
な
ん
て
噓
。

あ
の
脈
打
つ
尻
の
光
の
元
気
な
こ
と
。

脈
の
う
つ
蛍
が
尻
の
光
か
な

鷺
助

や
あ
や
あ
、鐘
を
つ
く
の
は
し
ば
ら
く
お
待
ち
を
。

こ
の
花
が
散
り
そ
う
だ
。

や
あ
し
ば
ら
く
花
に
対
し
て
鐘
つ
く
こ
と
松
江
維
舟

　
伊
丹
は
俳
句
の
街
で
あ
る
。
日
本
三
大
俳
諧

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
柿か
き

衞も
り

文
庫
」
が
あ
り
、

3
0
0
年
前
の
俳
諧
塾
「
也
雲
軒
」
の
復
活
、

毎
月
19
日
「
伊
丹
一
句
の
日
」
の
俳
句
公
募
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
街
に
俳
句
が
根
づ
い
て

い
る
。
は
じ
ま
り
は
江
戸
時
代
の
伊
丹
俳
諧
だ
。

現
在
の
俳
句
の
源
流
と
な
っ
た
俳
諧
は
、
座
を

囲
む
人
々
が
順
に
句
を
詠
み
つ
な
げ
て
楽
し
む

文
芸
で
、
伊
丹
で
は
也
雲
軒
と
呼
ば
れ
た
俳
諧

塾
に
多
く
の
町
人
が
集
っ
た
。

　
也
雲
軒
は
、
京
都
を
拠
点
に
し
た
雅み
や
びを
愛
で

る
主
流
派
の
俳
諧
と
は
一
線
を
画
し
た
奇
抜
で

軽
妙
な
作
風
で
知
ら
れ
、
伊
丹
風
の
俳
諧
の
名

を
世
に
広
め
た
。
貞て
い

門も
ん

派
と
呼
ば
れ
た
京
都
の

俳
諧
の
中
心
が
古
典
の
教
養
を
重
ん
じ
る
知
識

層
だ
っ
た
の
に
対
し
、
伊
丹
俳
諧
の
主
役
は
新

た
な
文
化
の
担
い
手
と
し
て
台
頭
し
た
富
裕
な

町
人
た
ち
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
伊
丹
は
酒
造

業
で
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
た
。
酒
と
俳
諧
の
出

会
い
が
伊
丹
俳
諧
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

事
の
発
端
は
延
宝
2
年
（
1
6
7
4
）、
京

都
で
名
を
な
し
た
俳
人
の
松
江
維い

舟し
ゅ
う（

重
頼
）

と
そ
の
弟
子
の
池
田
宗
旦
は
、
訪
れ
た
伊
丹
で

旦
那
衆
に
も
て
な
さ
れ
、
酒
の
美
味
に
酔
い
し

れ
た
。
伊
丹
は
銘
醸
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
戦

国
末
期
の
勇
将
山
中
鹿
介
の
子
、
山
中
新
六
幸ゆ
き

元も
と

が
慶
長
５
年
（
1
6
0
0
）
に
初
め
て
清
酒

　
也
雲
軒
の
名
は
伊
丹
風
の
句
と
と
も
に
広
く

知
ら
れ
た
。
伊
丹
は
現
在
の
大
阪
府
か
ら
兵
庫

県
に
ま
た
が
る
摂
津
国
の
中
心
に
位
置
し
、
西

国
街
道
と
多
田
道
が
交
わ
る
交
通
の
要
所
。
近

隣
に
は
西
宮
戎え
び
すで

賑
わ
う
西
宮
、
城
下
町
の
尼

崎
、
滝
と
紅
葉
で
名
高
い
箕み
の

面お

、
豊
臣
秀
吉
も

通
っ
た
有
馬
温
泉
な
ど
名
所
が
連
な
り
、
遊
山

が
て
ら
に
也
雲
軒
を
訪
ね
る
文
人
が
多
か
っ
た
。

財
力
の
あ
る
酒
造
家
が
い
て
、
俳
諧
を
通
じ
て

の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
伊
丹
は
文
化
サ
ロ
ン
が

育
つ
条
件
が
揃
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
也
雲
軒
ゆ
か
り
の
俳
人
に
上
島
鬼
貫
が
い
る
。

松
江
維
舟
、
池
田
宗
旦
に
習
い
、
大
坂
の
西
山

宗
因
に
も
学
び
、
20
代
半
ば
で
著
し
た
俳
諧
論

『
独
ご
と
』
で
名
声
を
得
た
。「
東
の
芭
蕉
・
西

の
鬼
貫
」
と
称
さ
れ
て
俳
句
史
に
名
を
残
し
た

上
島
鬼
貫
の
出
発
点
は
伊
丹
俳
諧
に
あ
っ
た
。

　
伊
丹
に
集
っ
た
俳
人
、
文
人
の
顔
触
れ
も
多

彩
だ
っ
た
。
鬼
貫
が
一
時
期
師
事
し
た
西
山
宗

因
は
大
坂
町
人
の
気
風
を
反
映
し
た
談
林
派
俳

諧
の
創
始
者
で
、
浮
世
草
子
作
者
の
井
原
西
鶴

も
談
林
派
の
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
。
伊
丹
俳
諧

と
は
響
き
あ
う
も
の
が
あ
り
、
宗
因
、
西
鶴
は

い
ず
れ
も
也
雲
軒
を
訪
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期

に
は
頼
山
陽
が
、
儒
学
者
の
篠
崎
小し
ょ
う

竹ち
く

、
画

家
の
田た

能の

村む
ら

竹ち
く

田で
ん

と
と
も
に
伊
丹
の
酒
造
家
を

訪
れ
、
詩
文
や
画
を
残
し
た
。
伊
丹
の
酒
と
俳

諧
は
多
く
の
文
人
た
ち
の
交
流
を
育
み
、
明
治

以
後
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
俳
句
の

街
・
伊
丹
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
名
の
あ
る

酒
造
メ
ー
カ
ー
も
健
在
だ
。

の
醸
造
に
成
功
し
、
江
戸
時
代
に
は
「
伊
丹
諸も
ろ

白は
く

」
が
諸
国
に
出
回
っ
た
。
諸
白
は
双
白
と
も

記
し
、
清
酒
の
別
称
。
掛
米
と
麴
の
双
方
に
精

白
米
を
用
い
て
、
従
来
の
濁
り
酒
に
は
な
い
澄

明
感
と
美
味
を
生
み
出
し
た
。
諸
白
は
上
質
の

酒
の
代
名
詞
に
も
な
り
、
江
戸
で
は
将
軍
の
御

膳
酒
に
も
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
伊
丹
の
酒
が
池
田
宗
旦
の
心
を
と
ら

え
た
。
宗
旦
は
豪
放
磊ら
い

落ら
く
で
無
類
の
酒
好
き
だ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
宗
旦
は
そ
の
ま
ま
伊
丹

に
残
っ
て
俳
諧
塾
の
也
雲
軒
を
た
ち
あ
げ
、
維

舟
は
京
に
帰
っ
た
。
師
弟
の
別
れ
が
伊
丹
俳
諧

の
は
じ
ま
り
で
、
背
景
に
酒
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

が
あ
っ
た
。
宗
旦
は
元
禄
６
年（
1
6
9
3
）に

亡
く
な
る
ま
で
伊
丹
を
離
れ
ず
、
俳
諧
の
指
導

に
あ
た
り
つ
つ
、
伊
丹
の
酒
を
楽
し
ん
だ
と
い

う
。
新
奇
な
面
白
さ
を
競
う
町
人
好
み
の
句
風

を
旨
と
す
る
伊
丹
俳
諧
は
、こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。

伊
丹
の
酒
造
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
上
島
鬼
貫

は
、
芭
蕉
と
並
び
称
さ
れ
る
俳
人
だ
。
俳
諧
と
酒
の

土
地
、
伊
丹
を
象
徴
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。

蕪
村
筆「
俳
仙
群
会
図
」鬼
貫
肖
像

伊
丹
俳
諧
ゆ
か
り
の
俳
人
の
句
５
選
（
現
代
語
訳
付
）

伊
丹
の
清
酒
の
酒
銘
を
盗
用
し

た
に
せ
も
の
が
度
々
出
回
り
、

伊
丹
の
領
主
、
近
衞
家
か
ら
預

か
っ
た「
伊
丹
御
改
所
」の
焼
印

を
押
す
な
ど
の
対
策
を
し
た
。

伊
丹
御
改
所
焼
印

伊丹市の柿衞文庫が所蔵する真
筆。左が芭蕉筆「ふる池や蛙飛
込水のおと」、右が鬼貫筆「にょ
っぽりと秋の空なる富士の山」。

芭蕉と鬼貫の真筆

寛政11年（1799）に刊行された「日本山
海名産図会」で、伊丹の酒造の各工程が
描かれている。写真は「米あらひの図」。

伊丹の酒造風景

江戸で「丹
たんじょう

醸」と呼ばれ、う
まい酒の代名詞になってい
た伊丹の酒。当時の銘酒番
付でも上位を占めていた。

江戸時代の銘酒番付

江
戸
時
代
、清
酒
を
生
み
出
し
て
時
代
の
先
頭
を
走
って
い
た
伊
丹
の
酒
造
業
。そ
こ
に
同
じ
く
最
先
端
の
文
化
だ
っ
た

俳
諧
が
出
会
い
、自
由
な
気
風
の
伊
丹
風
俳
諧
が
花
開
く
。伊
丹
の
酒
を
愛
し
た
俳
人
、池
田
宗
旦
が
開
い
た
也
雲
軒
に
は

酒
造
家
た
ち
が
熱
心
に
通
っ
た
と
い
う
。伊
丹
の
酒
と
俳
諧
は
切
って
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
。　
監
修・文
／
本
渡 
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富
裕
な
町
人
が
担
い
手
と
な
っ
た

江
戸
期
の
軽
妙
奇
抜
な
伊
丹
俳
諧

伊
丹
の
酒
に
惹
か
れ
留
ま
っ
た

池
田
宗
旦
が
俳
諧
塾
を
起
こ
す

多
く
の
文
人
が
集
っ
た
也
雲
軒
は

俳
人
、上
島
鬼
貫
ら
を
輩
出

也
雲
軒
ゆ
か
り
の
俳
人
・
伊
丹
を
訪
れ
た
文
人

貞
門
派
俳
諧
の
重
鎮
だ
っ
た
が
、
晩
年
に
伝
統

的
表
現
に
飽
き
足
ら
な
い
句
風
を
開
拓
し
、
伊
丹
俳
諧
や
大
坂
の
談
林

派
に
影
響
を
与
え
た
。

松
江
維
舟（
重
頼
）

伊
丹
に
俳
諧
塾
の
也
雲
軒
を
ひ
ら
く
。
町
人
気

質
を
色
濃
く
反
映
し
た
伊
丹
俳
諧
の
中
心
人
物
と
な
り
、
多
く
の
門
人

を
育
て
た
。

池
田
宗
旦

伊
丹
の
酒
造
家
出
身
。
伊
丹
風
か
ら
出
発
し
、

貞
享
２
年（
１
６
８
５
）に
著
し
た
俳
諧
論『
独
ご
と
』で
境
地
を
高
め
た
。

「
誠
の
ほ
か
に
俳
諧
な
し
」の
名
言
で
知
ら
れ
る
。

上
島
鬼
貫

伊
丹
の
俳
人
。
天
文
19
年（
1
5
5
0
）創
業
の

老
舗
で
現
在
も
続
く
小
西
酒
造
の
４
代
目
当
主
。
小
西
家
は
代
々
の
当

主
に
俳
諧
に
熱
心
な
者
が
多
か
っ
た
。

小
西
馬
桜

伊
丹
の
俳
人
。
享
保
８
年（
１
７
２
３
）刊
の
伊

丹
俳
諧
77
名
の
略
伝
集『
在
岡
逸
士
伝
』（
著
者
は
伊
丹
俳
人
の
百
丸
）

に
宗
旦
、
鬼
貫
、
馬
桜
な
ど
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
。

木
村
鷺
助

大
坂
天
満
宮
の
連
歌
所
の
宗
匠
で
、
俳
諧
で
は

俗
語
を
生
か
し
た
斬
新
な
句
風
で
談
林
派
を
た
ち
あ
げ
た
。
松
江
維
舟

と
親
交
が
あ
り
、
也
雲
軒
も
訪
れ
た
。

西
山
宗
因

浮
世
草
子
作
者
と
し
て
人
気
を
博
す
。
一
方
で

西
山
宗
因
を
師
と
仰
ぎ
、
談
林
派
を
代
表
す
る
俳
諧
師
と
し
て
も
活
躍

し
、
也
雲
軒
を
訪
れ
た
。

井
原
西
鶴

幕
末
の
尊
王
攘
夷
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
儒
学
者
。
文
政
12
年（
1
8
2
9
）に
篠
崎
小
竹
、
田
能
村
竹
田
と
と

も
に
伊
丹
を
訪
れ
、
酒
造
家
の
も
て
な
し
に
感
嘆
し
て
詩
文
を
残
し
た
。

頼
山
陽

儒
学
者
で
詩
文
、
書
に
も
才
を
発
揮
。
大
坂
で

梅
花
塾
の
主
と
な
り
、
多
く
の
門
人
を
育
て
た
。
頼
山
陽
と
親
交
が
あ

り
、
伊
丹
を
訪
れ
て
詩
文
を
残
す
。

篠し
の

崎ざ
き

小し
ょ
う

竹ち
く

幕
末
文
人
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
。
画

論『
山
中
人
饒
舌
』を
著
し
た
。
頼
山
陽
ら
多
彩
な
文
人
と
交
わ
り
、
伊

丹
を
訪
れ
て
画
を
残
す
。

田た

能の

村む
ら

竹ち
く

田で
ん

©
伊
丹
市
立
博
物
館

©
伊
丹
市
立
博
物
館

©
柿
衞
文
庫

©
柿
衞
文
庫
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柿
衞
文
庫

長
寿
蔵

山
陽
書
白
雪
看
板

（
原
物
は
小
西
酒
造
本
社
に
掲
示
）

元禄10年（1697）、伊丹の酒屋
24軒に帯刀が許され、幕府の官
用酒になる銘柄もあった。これを
「御免酒」と称した。現在でも「老
松」の酒ラベルには、「御免酒」の
赤文字が記されている。

御免酒JR伊丹駅と阪急伊丹駅を結ぶ一帯は伊丹郷
町と呼ばれ、かつて酒造りが盛んだった。現
在も当時の酒蔵などが大切に保存されている。

伊丹酒は海運の発展とともに江戸への大量輸
送が可能となった。「伊丹諸白」や「丹醸」と呼
ばれ、当地で大ブームに。

酒の歴史に革命を起こした清酒
は、現在の伊丹市鴻池で誕生し
た。平成12年（2000）、鴻池
に清酒発祥の地をアピールする
記念碑が建てられた。

清酒発祥の地記念碑

中国古代貨幣「布
ふ

貨
か

」の形をした石
碑。山中新六幸元は慶長5年
（1600）、この地で「双

もろ

白
はく

澄
すみ

酒
ざけ

」造
りに成功したと書かれている。

鴻池稲
いな

荷
り

祠
し

碑
ひ

『日本外史』で知られる江戸時代後期の儒学者・頼
山陽が、小西家を訪れた際に書いた看板。ミュー
ジアムには複製が展示されている。

白雪ブルワリービレッジ長寿蔵ミュージアム
兵庫県伊丹市中央3丁目4番15号（レストラン2階）
☎072-773-0524　営業時間／11:30～17:00
休館日／毎月第二火曜日、年末年始
入館料／無料

伊丹酒蔵通り

江戸積酒の様子

　
清
酒
造
り
で
栄
え
た
江
戸
期
の
伊
丹
で
花
開

い
た
俳
諧
文
化
。
そ
れ
を
現
代
に
伝
え
る
の
が
、

柿
衞
文
庫
だ
。
収
蔵
品
は
松
尾
芭
蕉
直
筆
の
句

短
冊
を
は
じ
め
軸
物
や
和
本
な
ど
約
１
万
１
０

０
０
点
に
上
り
、
日
本
三
大
俳
諧
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　
柿
衞
文
庫
の
創
設
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、

国
文
学
者
で
伊
丹
町
長
・
市
長
を
務
め
た
岡
田

利
兵
衞
だ
。
利
兵
衞
が
俳
諧
資
料
の
蒐
集
を
始

め
た
の
は
、
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
の
こ
と
。

当
時
町
長
だ
っ
た
利
兵
衞
の
も
と
を
あ
る
人
物

が
訪
れ
、
上
島
鬼
貫
の
短
冊
を
寄
贈
し
た
こ
と

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鬼
貫
は
酒
造
り

を
営
ん
で
い
た
「
油
屋
」
に
生
ま
れ
、
同
じ
く

酒
造
家
だ
っ
た
岡
田
家
の
先
祖
、
酒さ
か
ん
ど人

と
深
い

交
流
が
あ
っ
た
。
鬼
貫
が
酒
人
に
宛
て
た
手
紙

も
残
っ
て
い
る
。
利
兵
衞
は
生
涯
を
伊
丹
で
過

ご
し
、
没
後
は
伊
丹
市
の
名
誉
市
民
第
一
号
と

な
っ
た
。「
そ
ん
な
伊
丹
を
愛
し
た
利
兵
衞
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
郷
出
身
の
鬼
貫
に
縁
を
感

じ
、
俳
諧
資
料
の
蒐
集
を
始
め
た
の
で
は
な
い

か
」（
柿
衞
文
庫
館
長
の
岡
田
麗
氏
）。
そ
の
後
、

利
兵
衞
は
国
文
学
者
と
し
て
芭
蕉
研
究
に
心
血

を
注
ぐ
。
筆
跡
を
通
じ
て
芭
蕉
の
俳
風
の
変

化
・
変
容
を
指
摘
し
、
芭
蕉
研
究
の
新
た
な
可

能
性
を
開
い
た
。

　
俳
句
の
筆
跡
を
た
ど
る
に
は
古
典
独
特
の
く

ず
し
字
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
柿

衞
文
庫
で
は
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
く
ず

し
字
教
室
」
や
「
俳
句
教
室
」
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
鬼
貫
に
ち
な
ん
だ
「
お
に
つ
ら
顕
彰

俳
句
」
や
中
高
生
か
ら
20
代
ま
で
を
対
象
と
し

た「
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
」の
開
催
や
、
市
内
各

地
や
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
投
句
が
で
き
る
「
伊
丹

一
句（
19
）の
日
」
と
い
っ
た
企
画
を
行
う
な
ど
、

俳
諧
・
俳
句
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
酒
造
家
の
な
か
に
は
、
自
ら
俳

人
と
し
て
活
躍
し
た
当
主
も
存
在
し
た
。『
白

雪
』
で
知
ら
れ
る
小
西
酒
造
は
代
々
俳
諧
に
熱

心
で
、
4
代
目
当
主
は
「
馬
桜
」
を
名
乗
り
伊

丹
俳
壇
の
実
力
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
芭
蕉
が

掲
げ
た
俳
諧
の
理
念
「
不
易
流
行
」
は
、
同
社

の
経
営
理
念
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
現
当
主
の
十
五
代
・
小
西
新
右
衛
門
氏
は
、

「
清
酒
発
祥
の
地
」
と
し
て
の
伊
丹
を
国
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。「
伊
丹
は
『
空
港
の
ま
ち
』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
清
酒
発
祥
の
地

と
し
て
の
歴
史
と
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
。
実

際
に
街
を
回
遊
し
な
が
ら
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
り
伊
丹
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
」（
小
西
氏
）

　
ま
た
江
戸
幕
府
の
官
用
酒
「
御
免
酒
」
の
な

か
で
最
も
格
式
が
高
く
、
将
軍
の
御
膳
酒
に
も

な
っ
た
『
老
松
』
は
、
作
家
・
田
辺
聖
子
が
こ

よ
な
く
愛
し
た
酒
と
し
て
知
ら
れ
る
。
田
辺
は

大
阪
や
神
戸
に
住
ん
だ
の
ち
、
終つ
い

の
住す

み
処か

と
し

て
こ
の
伊
丹
を
選
ん
だ
。
か
つ
て
俳
諧
文
化
が

盛
ん
だ
っ
た
伊
丹
に
は
、
多
く
の
文
人
墨
客
が

頻
繁
に
往
来
し
た
。
そ
の
気
風
は
、
時
を
超
え

た
今
で
も
こ
の
街
に
根
付
い
て
い
る
。

連
歌
か
ら
俳
諧
、現
代
俳
句
ま
で
の
資
料
を
直
筆
に
こ
だ
わ
って
蒐
集
す
る
柿
衞
文
庫
を
訪
れ
る
と
、

雄
大
な
俳
諧
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、現
在
も
２
酒
造
が
変
わ
ら
ず
銘
酒
を
造
り
続
け
、

市
内
に
は
重
要
文
化
財
の
江
戸
期
の
酒
蔵
や
店
舗
も
残
る
。道
を
行
け
ば
、そ
こ
こ
こ
で
酒
造
の
街
を
体
感
で
き
る
だ
ろ
う
。　
取
材・文
／
津
曲
克
彦

柿
衞
文
庫
開
設
の
契
機
と
な
っ
た

岡
田
利
兵
衞
と
上
島
鬼
貫
の
縁

当
主
が
俳
諧
を
愛
し
た『
白
雪
』

女
流
作
家
を
虜
に
し
た『
老
松
』

再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
酒
蔵
な
ら

で
は
の
モ
チ
ー
フ
を
背
景
に
３
Ｄ

ア
ー
ト
写
真
を
撮
影
で
き
る
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
が
揃
い
、
様
々
な
体

験
を
通
じ
て
酒
造
り
の
歴
史
を
学

べ
る
。
ま
た
館
内
の
醸
造
施
設
で

醸か
も

し
た
『
K
O
N
I
S
H
I
ビ
ー

ル
』
や
蔵
元
自
慢
の
日
本
酒
を
楽

し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
。
美

酒
と
と
も
に
シ
ェ
フ
自
慢
の
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
往
事
の
酒
造

り
に
思
い
を
馳
せ
た
い
。

　

天
文
19
年
（
１
５
５
０
）
に
創

業
し
た
小
西
酒
造
。
二
代
目
・
宗

宅
が
江
戸
へ
酒
樽
を
運
ぶ
途
中
、

雪
を
い
た
だ
い
た
富
士
山
の
気
高

さ
に
感
動
し
、
清
酒
を
『
白
雪
』

と
名
付
け
た
。
そ
ん
な
同
社
の
酒

造
り
の
歴
史
を
紹
介
す
る
の
が
、

19
世
紀
中
期
に
建
て
ら
れ
た
蔵
を

改
装
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。
館

内
に
は
、
昔
の
酒
造
り
の
道
具
１

３
０
種
２
０
０
点
以
上
を
展
示
。

江
戸
時
代
初
期
の
伊
丹
の
酒
蔵
を

小
西
酒
造
の
酒
造
り
を
五
感
で
体
験
！

伊
丹
の
清
酒
の
歴
史
が
学
べ
る

参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

©伊丹老松酒造

「
柿
衞
」は
、創
設
者
・
岡
田
利
兵
衞
の
雅
号
が
由
来
。

連
歌
か
ら
俳
諧
、俳
句
へ
と
い
た
る
流
れ
を
、様
々

な
俳
人
の
直
筆
を
通
じ
て
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
2
0
2
2
年
3
月
ま
で
長
期
休
館
中
】

直
筆
を
通
じ
て
知
る
俳
諧
の
歴
史
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有岡城

妻
子
や
家
臣
を
見
捨
て
た
卑
怯
者
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
かっ
た
戦
国
武
将
の
荒
木
村
重
。

し
か
し
、卑
怯
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
後
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

実
は
名
君
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、歴
史
的
に
見
直
さ
れ
つつ
あ
る
。

そ
ん
な
荒
木
村
重
に
ま
つ
わ
る
疑
問
を
Q
&
A
方
式
で
解
説
し
、そ
の
真
の
姿
に
迫
る
。

監
修・文
／
小
和
田
泰
経

　

荒
木
村
重
は
、
摂
津
池
田
城
主
池
田

家
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
池
田
家
中
の

家
督
争
い
に
乗
じ
て
実
権
を
掌
握
し
、

畿
内
を
平
定
し
た
織
田
信
長
に
服
属
し

た
。
村
重
の
力
量
を
、
信
長
も
高
く
評

価
し
て
い
た
ら
し
い
。
伊
丹
（
有
岡
）

城
を
制
し
た
村
重
に
、
摂
津
一
国
の
支

配
を
委
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、

村
重
は
伊
丹
城
を
改
修
し
て
有
岡
城
と

改
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
正
6
年（
1
5
7
8
）、

村
重
は
信
長
に「
謀
反
」を
疑
わ
れ
て
し

ま
う
。
信
長
に
対
し
て
弁
解
す
る
こ
と

を
命
じ
ら
れ
た
村
重
は
拒
絶
し
、
居
城

　

荒
木
村
重
は
、
武
名
を
も
っ
て
織
田

信
長
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
粗

野
な
武
将
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
織
田
信
長
が
上
洛
し
、
村
重
が

そ
の
麾き

下か

に
属
し
た
こ
ろ
か
ら
、
堺
の

豪
商
が
開
く
茶
会
に
招
か
れ
て
い
る
様

子
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
茶
の
湯
に
通
じ
た
豪
商
に
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
、
当
然
、
茶
会
に
招
か
れ

る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
に
わ
か
に
茶
の
湯
に
触
れ
た

の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
、
茶
の
湯
を

嗜た
し
なむ
文
化
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

天
正
10
年
（
1
5
8
2
）
に
本
能
寺

の
変
で
織
田
信
長
が
明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
あ
と
、
翌
天
正
11
年
に
信
長
の
後

継
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め
た
豊
臣
秀

吉
は
、
早
く
も
村
重
を
呼
び
戻
し
て
い

る
。
こ
れ
は
単
に
、
秀
吉
が
村
重
を
高

く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
村
重
の
「
謀
反
」
が
事

　

尼
崎
城
が
危
う
く
な
る
と
、
村
重
は

さ
ら
に
花
熊
城
に
移
っ
て
徹
底
抗
戦
を

し
て
い
た
。
し
か
し
、
花
熊
城
が
落
城

の
有
岡
城
に
籠
城
し
た
。こ
の
た
め
、有

岡
城
は
織
田
信
長
の
軍
勢
に
包
囲
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
有
岡
城
は
1
年
間
に
及
ぶ
籠

城
戦
の
末
に
開
城
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、

城
主
の
村
重
が
尼
崎
城
に
移
っ
て
い
た

た
め
、
村
重
の
妻
子
を
は
じ
め
5
0
0

余
人
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
村
重
は
妻
子
ら
を
見
捨
て
て

逃
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
村
重
は
逃
れ
た
先
の
尼
崎

城
で
抗
戦
を
続
け
て
お
り
、
決
し
て
逃

亡
を
図
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
尼
崎
城

に
は
毛
利
輝
元
の
家
臣
桂か

つ
ら

元も
と

将ま
さ

が
詰
め

て
い
た
か
ら
、
毛
利
方
と
自
ら
交
渉
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
で
は
な
い
こ
と
を
秀
吉
が
信
じ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
村
重
は
、
御
伽
衆
と
し
て

秀
吉
の
側
近
く
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
大
名
と
し
て
の
復
帰
は
か
な
わ
な

か
っ
た
が
、
一
族
が
全
滅
し
て
い
る
村

重
に
と
っ
て
は
、
秀
吉
の
話
し
相
手
に

な
る
御
伽
衆
の
ほ
う
が
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

出
家
し
て
「
道
薫
」
と
号
し
た
村
重

は
、
茶
人
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、

「
利
休
七
哲
」
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。「
利
休
七
哲
」
の
人
選
は
時
代

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
少
な
く
と
も
重

要
な
茶
人
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
は
疑

い
な
い
。

　
「
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
」に
よ
る
と
、

そ
の
後
、
村
重
が
高
山
右
近
を
評
価
す

る
秀
吉
に
異
見
し
た
こ
と
か
ら
勘
気
を

被
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
も
し
か
し

た
ら
村
重
は
、「
謀
反
」
の
遠
因
が
右

近
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
秀
吉
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
村
重

は
、
天
正
14
年
（
1
5
8
6
）、
そ
の

波
瀾
万
丈
な
生
涯
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

す
る
寸
前
に
脱
出
し
、
毛
利
輝
元
を
頼

っ
て
備
後
の
尾
道
へ
と
落
ち
の
び
た
と

い
う
。

尼
崎
城
、花
熊
城
と
移
り

徹
底
抗
戦
を
し
た
村
重

「
利
休
七
哲
」に

加
え
ら
れ
る
ほ
ど
重
要
な

茶
人
と
し
て
活
躍
し
た

難
攻
不
落
で
知
ら
れ
た
有
岡
城（
伊
丹
市
）の
城
主
に
し
て
摂
津
国
主
。
織
田
信
長
に

重
用
さ
れ
る
が
、
1
5
7
8
年
に
突
如
反
逆
す
る
。
勝
者
に
よ
り
悪
人
の
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
た
が
、実
は
人
命
を
尊
重
し
、茶
を
愛
す
る
文
化
人
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

荒
木
村
重

荒
木
村
重
は
本
当
に
命
を
惜
し
ん
で

有
岡
城
か
ら
尼
崎
城
へ
逃
げ
た
の
か
？

Q
荒
木
村
重
は
後
半
生
で
は

影
響
力
を
失
っ
て
い
た
？

Q
む
し
ろ
戦
線
を
維
持
し
、毛
利
方
と

自
ら
交
渉
す
る
た
め
の
行
動
だ
っ
た
。

A
御お

伽と
ぎ

衆し
ゅ
う

と
し
て
秀
吉
の
近
く
に
仕
え
、

茶
人
と
し
て「
道ど

う

薫く
ん

」と
名
乗
っ
た
。

A

伊丹段丘が東に突出した位置に城が築かれ、侍
町と町屋地区を含む東西800m、南北1700m
を堀と土塁で囲んだ「惣

そう

構
がまえ

」の城だった。

有岡城跡惣構図

南北朝時代から戦国時代にかけて築かれた伊丹
城に、織田信長の武将・荒木村重が天正2年
（1574）入城。有岡城と名を改め大改造した。

石垣が残る
有岡城跡

千利休の高弟に数えられた村重は、茶の名器を
多数所持していたという。写真は有岡城跡（主
郭部）の調査で出土した茶釜。

有岡城跡
出土の茶釜

荒木村重の
勢力圏

有岡

中村左衛門九郎・武田四郎
次郎宛荒木村重書状

下郡の有岡城を本拠とする村重は、織田信長
から摂津の支配を認められ、上郡の高槻城主
高山右近や茨木城主中川清秀らを従えた。

天正7年（1579）に村重が尼崎城から雑賀
衆に宛てた書状。一刻も早い援軍を求め、
戦線を立て直そうとしているのがわかる。

©
伊
丹
市
立
博
物
館

©
伊
丹
市
立
博
物
館

©
伊
丹
市
立
博
物
館

©
伊
丹
市
教
育
委
員
会

©
伊
丹
市
教
育
委
員
会

©伊丹市立博物館
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伊

丹

人

指定文化財一覧

掲載施設・記念碑一覧
記号 施設・記念碑名 住所

2 有岡城跡史跡公園 伊丹1・2丁目地内
17 鴻池稲荷祠碑 鴻池6-14
19 柿衞文庫 宮ノ前2-5-20

25 白雪ブルワリービレッジ
長寿蔵ミュージアム 中央3-4-15

26 清酒発祥の地記念碑 鴻池6-8

2021年10月1日現在

http://itami-kankou.com/

伊丹市内の指定文化財のうち、
所在地がわかるものを

ピックアップしました（天然記念物を除く）。
本冊子に掲載した施設や

記念碑の場所も示しています。

有岡城跡主郭部石垣

旧岡田家住宅 店舗

伊丹の観光名所、
名産品、グルメスポットに
ついてはコチラ！

種別 番号 名称 指定年月日 所在地 所有者（管理者）

国
指
定
文
化
財

史跡
1 伊丹廃寺跡 1966年3月22日 緑ヶ丘

4、5、7丁目地内
伊丹市他

2
12 有岡城跡 1979年12月28日 宮ノ前3丁目地内他、

伊丹1丁目地内他

国宝 書 世説新書巻第六残巻
紙背金剛頂蓮花部心念誦儀軌 1952年3月29日

個人

重要
文化財

絵 紙本淡彩山水図
狩野 正信筆 1941年7月3日

書

虚堂智愚墨蹟法語絹本
附添状四巻

1957年2月19日
滅翁文礼墨蹟偈頌

嘉煕四年正月廿六日
文 北畠顕家自筆申状 1960年6月9日

彫刻 3 木造釈迦如来坐像 1990年6月29日 鴻池6-19-59 慈眼寺

建造物 4 旧岡田家住宅（店舗・附棟札1枚
酒蔵・附 釜屋及び洗い場1棟） 1992年1月21日 宮ノ前2-193 伊丹市

国登録
文化財

登録有形
文化財 建造物 5 旧東洋リノリユーム本館事務所棟

（東リ インテリア歴史館） 2020年8月17日 東有岡5-125 東リ

県
指
定
文
化
財

記念物

史跡 6 御願塚古墳
帆立貝式環湟附主墳 1966年3月22日 御願塚4-325他 須佐男神社

天然記
念物

法巌寺の大クス 1965年3月16日 中央2-6-3 法巌寺

中野稲荷神社のイヌマキ 2001年3月30日 中野北2-27 伊丹市中野
農事実行組合

有形
文化財

彫刻
7

広目天･多聞天立像 1998年4月7日
寺本2-169 昆陽寺

建造物

昆陽寺山門
1969年3月25日

昆陽寺観音堂
8 鴻池神社本殿 1975年3月18日 鴻池6-377 鴻池神社
9 春日神社本殿・附 棟札２枚 1976年3月23日 口酒井1-1-8 春日神社
10 旧石橋家住宅 2001年3月30日 宮ノ前2-5 伊丹市

11 桑津神社境内社稲荷社
附 棟札1枚 2015年3月10日 桑津1-2-30 桑津神社

12 猪名野神社 2020年3月13日 宮ノ前3-6-1 猪名野神社
考古

13
伊丹廃寺跡出土品

1977年3月29日

千僧1-1-1
伊丹市立博物館内 伊丹市

民俗
文化財

有形 酒樽・桶づくり用具一式

無形 摂州兵庫功徳盆踊 南野地域 むぎわら音頭
保存会

市
指
定
文
化
財

史跡

14 辻の碑 1965年10月15日 北伊丹1-89 臂岡天満宮

15 頼山陽撰並書
大塚鳩斎の墓碑 1966年9月9日 東有岡5-127

杜若寺内 個人

16 阿部備中守正次の墓 1975年9月1日 口酒井1-6-26 松源寺
17 鴻池稲荷祠碑 1991年12月26日 鴻池6-14 鴻池合資会社
18 伝 和泉式部の墓 2000年5月1日 春日丘6-6-66 伊丹市

天然
記念物 植物

浄源寺のイチョウ 1972年2月10日 下河原2-11-63 浄源寺
猪名野神社のムクロジ 1986年11月28日 宮ノ前3-6-1 猪名野神社

有形
文化財

絵画 19
西鶴自画賛十二ヵ月帖

2006年8月24日 宮ノ前2-5-20 柿衞文庫
蕪村筆俳仙群会図

彫刻

20 阿弥陀如来立像
1965年11月8日

北伊丹3-68 教善寺

21
十一面観世音菩薩立像

春日丘4-7 発音寺
大日如来坐像

22 石造地蔵菩薩立像 1991年12月26日 東有岡1丁目地内 大手自治会
21 木造三面大黒天立像

1996年8月22日
春日丘4-7 発音寺

23 木造十一面観音坐像 荒牧1-17-30 容住寺

書跡筆
跡類

19
芭蕉筆「ふる池や」句短冊

2006年8月24日
宮ノ前2-5-20 柿衞文庫

鬼貫筆「にょつほりと」句一行書

13 鬼貫筆「秋ハ物の」句一行書 千僧1-1-1
伊丹市立博物館内 伊丹市

建造物 24 須佐男神社本殿 1972年7月11日 御願塚3-10-5 須佐男神社

歴史資
料

13

鬼貫賛春卜画四季花の画巻

1979年12月4日
千僧1-1-1

伊丹市立博物館内 伊丹市

文禄年間摂州川辺郡
伊丹郷之図（天保７年写）
寛文９年伊丹郷町絵図

延宝年間地味委細絵図（写）
元禄・宝永年間伊丹郷町絵図

文化年間伊丹郷町絵図
（天保７年写）

文政年間摂州川辺郡伊丹細見図
寛文９年銘道標

1988年2月23日
近衛家会所関係資料（一括）

12 猪名野神社神幸絵巻 1991年12月26日 宮ノ前3-6-1 猪名野神社

民俗文
化財

有形 13 文化５年銘唐箕 1988年2月23日 千僧1-1-1　
伊丹市立博物館内 伊丹市

無形
摂津音頭 1985年4月23日 北部地域 摂津音頭

保存会

伊丹地方石つき唄 1989年4月21日 昆陽地域 伊丹地方
石つき唄保存会
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